
 

 

品質保証研究会 第１０５回幹事会 議事録(案) 

'０７－０４－０５ 

１．日  時 '０６年１２月２０日(水)  １５：３０～１６：１５ 

２．場  所 日本原子力産業協会  第２会議室 

３．出 席 者 矢作，平野，中村，鈴木，永田，今村，清川，長島，堀川，岡澤，石川(記) 

（順不同敬称略） 

４．議  題 第 104 回幹事会議事録確認 

平成 18 年度活動計画と実績審議 

QASG ニュース平成 18 年度執筆計画と実績審議 

QASG ニュース第 57 号執筆状況 

定例研究会活動について 

第 29 回講演会実施報告について 

第 30 回講演会実施計画について 

第 30 回見学会実施計画について 

ホームページ更新内容について 

５．配布資料 1) 第 104 回幹事会議事録(案) [石川] 

 (幹 105-) 2) 品質保証研究会 平成 18 年度活動計画及び実績 [鈴木] 

 3) QASG ニュース 平成 18 年度 執筆計画及び実績 [鈴木] 

 4) QASG ニュース第 57 号 [矢作] 

 5) 品質保証研究会 第 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動報告 [清川] 

 6）HP 更新内容について【報告】 [今村] 

６．議事概要 

6.1 資料(幹 105-1)に基づき，第 104 回幹事会議事録(案)の内容を確認した。 

・議事録として承認され，HP に掲載することにした。 

6.2 資料(幹 105-2)に基づき，平成 18 年度活動計画及び実績を確認した。 

・第 2 グループの研究会の 12 月予定は 1 月に修正する。 

・第 30 回講演会のﾃｰﾏについて議論した。 

▶ ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰをﾃｰﾏに 25 日にﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀｰ研究所(経由 JAL)に岡澤さんから依頼する。 

▶ ﾃｰﾏ詳細は，講演者一任するが，希望等があれば岡澤さんへ連絡することにした。 

・第 30 回見学会のﾃｰﾏについて議論した。 

▶ 病院関係(放射線設備，ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止等)が候補としてあげられた。 

見学先候補について，各幹事で検討することを確認した。 

▶ 実施時期は，計画から若干後ずらしすることもあり得ることを確認した。 

6.3 資料(幹 105-3)に基づき，QASG ニュース平成 18 年度執筆計画を確認した。 

6.4 資料(幹 105-4)に基づき，QASG ニュース第 57 号発行について確認した。 

・｢57 号｣の文字が消えているので，確認する。 

・｢見学会報告｣は 新版(写真挿入･質疑加筆)に差し替える。 

・｢検査のあり方検討会｣投稿者の渡邉さんの肩書きはご本人に確認する。 

・以上を実施の上，発行する。 

6.5 資料(幹 105-5)に基づき，第 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動実績が報告された。 

・H19.1 月に警察政策研究ｾﾝﾀｰ主任教授(四方警視正)に講演を依頼中であることが紹介された。 

広いﾃｰﾏであることから，講演会は全会員に案内することにした。 

6.6 資料(幹 105-6)に基づき，ホームページ更新内容について報告があった。 

幹 107－１－１



 

・HP の改善策として以下が議論された。 

▶ 新規登録情報に｢New｣を入れる。 

▶ 掲示板は書き込みもなく，必要性も少ないので閉鎖する。 

▶ 活動計画･実績表を貼りつけ，幹事会の都度更新する。 

各項目に計画内容や実績報告をﾘﾝｸさせる等の工夫をして，閲覧者の便を図る。 

6.8 今後の予定   

次回幹事会；3 月に開催する。 

以 上   

 
 

その他参考情報 
事務局より，第 1 回原子力法工学ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟが，東京大学大学院主催で 1 月 10 日に東京大学において

開催されるとの情報が提供された。                              


